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1　55 ） 伊藤　宏, 早川和一, 山本　敦, 村瀬　篤, 早川和美, 久野　稔, 井上嘉則, セプタムフリーGC

用インジェクターの開発．第66回分析化学討論会, 2006. 5. 13 - 14, 秋田．
1　56 ） 太刀川千裕, 小野田優, 柴田理沙, 大槻直生, 木津良一, 岡村和政, 鳥羽　陽, 亀田貴之, 唐　寧

, 早川和一, 多環芳香族炭化水素類の内分泌撹乱作用発現に関する研究．日本薬学会北陸支
部第114回例会, 2006. 7. 8, 金沢．

1　57 ） 鳥羽　陽, 亀田貴之, 唐　寧, 早川和一, LC/MS/MSによる多環芳香族炭化水素類の尿中代謝

物分析法の開発．第17回東海北陸質量分析合同談話会（兼第62回北陸質量分析談話会）, 

2006. 7. 29, 金沢．
1　58 ） 鳥羽　陽, 北岡　瞳, 水上聡子, 亀田貴之, 唐　寧, 早川和一, 尿中代謝物を指標とする多環芳

香族炭化水素類の曝露評価法の開発．第19回バイオメディカル分析科学シンポジウム, 

2006. 8. 1 - 3, 福岡．
1　59 ） 本山ユミ, Chung, S. W., 亀田貴之, 唐　寧, 鳥羽　陽, 熊谷嘉人, 早川和一, 大気中多環芳香族

炭化水素系のキノンの活性酸素生成能の検討．第47回大気環境学会年会, 2006. 9. 20 - 22, 東

京．
1　60 ） 岡田裕弥, 楊　小陽, 山田　丸, 唐　寧, 亀田貴之, 鳥羽　陽, 早川和一, アジア大陸から日本へ

の多環芳香族炭化水素類の長距離輸送．第47回大気環境学会年会, 2006. 9. 20 - 22, 東京．
1　61 ） 定金香里, 市瀬孝道, 高野裕久, 井上健一郎, 川里浩明, 安田愛子, 早川和一, 低濃度DEP抽出物

塗付がアトピー性皮膚炎に及ぼす影響について．第47回大気環境学会年会, 2006. 9. 20 - 22, 

東京．
1　62 ） 山田　丸, 岩坂泰信, 石広玉, 松木　篤, ディミトリトロシキン, 張代洲, 長谷正博, 金潤ソク, 

長谷徹志, 沈志宝, 陳彬, 早川和一, 長距離輸送初期段階における個々の黄砂粒子中の硫黄酸

化物．第47回大気環境学会年会, 2006. 9. 20 - 22, 東京．
1　63 ） 楊　小陽, 唐　寧, 岡田裕弥, 亀田貴之, 鳥羽　陽, 歌野原陽一, 山地一代, 川西琢也, 田村憲治, 大

原利眞, 鵜野伊津志, 早川和一, 輪島における多環芳香族炭化水素の実測値と化学物質輸送

モデルを用いた他の大気汚染物質の計算値との相関比較．第47回大気環境学会年会, 2006. 

9. 20 - 22, 東京．
1　64 ） 唐　寧, 楊　小陽, 田村憲治, 亀田貴之, 鳥羽　陽, 早川和一, 酒井茂克, 狩野文雄, 嵐谷奎一, 北

村守次, 橋場久雄, Mishukov, V. F., Chung, H-Y, 林　金明, 東アジアの都市における大気中多
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環芳香族化合物の環境動態．第47回大気環境学会年会, 2006. 9. 20 - 22, 東京．
1　65 ） 亀田貴之, 秋山鮎子, 鳥羽　陽, 唐　寧, 早川和一, 大気浮遊粒子中ヒドロキシニトロピレンの

測定．第47回大気環境学会年会, 2006. 9. 20 - 22, 東京．
1　66 ） 鳥羽　陽, 唐　寧, 亀田貴之, 早川和一, ディーゼル排ガス曝露評価を指向した, LC-MS/MSを

用いるヒト尿中1-ニトロピレン代謝物分析法の開発．第47回大気環境学会年会, 2006. 9. 20 -

 22, 東京．
1　67 ） 三浦　高, 岩本典子, 新開泰弘, 角　大悟, 早川和一, 熊谷嘉人, 大気汚染物質のケミカルバイ

オロジー（その4）-ナフタレンの活性代謝物1,2-ナフトキノンと共有結合するタンパク質を

検出する免疫化学的方法-．フォーラム2006：衛生薬学・環境トキシコロジー , 2006. 10. 30 -

 31, 東京．
1　68 ） 五十嵐一彦, 酒井茂克, 唐　寧, 亀田貴之, 鳥羽　陽, 早川和一, 人為発生燃焼粉じん中多環芳

香族炭化水素／変異原性．フォーラム2006:衛星薬学・環境トキシコロジー , 2006. 10. 30 - 31, 

東京．
1　69 ） 大野道広, 唐　寧, 亀田貴之, 鳥羽　陽, 早川和一, スチレンジビニルベンゼンを用いたガス相

に存在する多環芳香族炭化水素類捕集分析方法の開発．フォーラム2006：衛生薬学・環境

トキシコロジー , 2006. 10. 30 - 31, 東京．
1　70 ） 北岡　瞳, 鳥羽　陽, 竹内直樹, 上野真利子, 唐　寧, 亀田貴之, 田村憲治, 早川和一, 

LC/MS/MSによるヒト尿中1-ニトロピレン代謝物の分析．フォーラム2006：衛生薬学・環

境トキシコロジー , 2006. 10. 30 - 31, 東京．
1　71 ） 唐　寧, 楊　小陽, 岡田裕弥, 山田　丸, 亀田貴之, 鳥羽　陽, 早川和一, 輪島で実証した冬季に

おけるアジア大陸からの大気中多環芳香族炭化水素類の長距離輸送．フォーラム2006:衛星

薬学•環境トキシコロジー , 2006. 10. 30 - 31, 東京．
1　72 ） 亀田貴之, 秋山鮎子, 鳥羽　陽, 唐　寧, 早川和一, 大気浮遊粒子中ヒドロキシニトロピレンの

定量：ディーゼル排気粒子中濃度との比較および大気内二次生成の可能性．フォーラム
2006：衛生薬学・環境トキシコロジー , 2006. 10. 30 - 31, 東京．

1　73 ） 太刀川千裕, 柴田理沙, 鳥羽　陽, 亀田貴之, 唐　寧, 木津良一, 早川和一, 多環芳香族炭化水素

酸化体のアンドロゲン様／抗アンドロゲン作用．環境ホルモン学会第9回研究発表会, 2006. 

11. 11 - 12, 東京．

来学した外国人研究者

　1 ） Sheen, Yhun yhong, Professor, College of Pharmacy, Ewha Womans University, Korea, 2003. 3. 

15 - 19. 

　2 ） Jin-Ming Lin, Professor, Research Center for Eco-Environmental Sciences, Chinese Academy of 

Sciences, China, 2003.3.13 - 20.

　3 ） Oleg L. Shcheka, Head of Department of International Programs and Projects / Assistant to Chair-

man, Far Eastern Branch of Russian Academy of Sciences- Vladivostok, Russia, 2003. 3. 15 - 29.

　4 ） Vasiliy F. Mishukov, Head of Labo. of Pollution Researches & Atmosphere & Ocean, Pacifico 

Ocianological Institute, Russian Academy of Sciences, Far Eastern Branch, Russia, 2003. 3. 15 -

 20.
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　5 ） Chang-Kee Lim, Head of Group, MRC Bioanalytical Science Group, School of Biological and 

Chemical Science Birkbeck, University of London, 2003. 4. 1 - 3.

　6 ） Benito Del Castillo Garcia, Professor, Dr. Fuculty of Pharmacy, University Complutense at Ma-

drid, 2003. 8. 26.

　7 ） Alexander V. Tkalin, Dr. and Project Leader, Depertment of Occeanography and Marine Ecology, 

Far Eastern Regional Hydrometeorological Research Institute, Vladivostok, Russia, 2004. 2. 29 -

 3. 2.

　8 ） Alexander Cherednichenko, Dr. and Chief Advisor, Department of International Programs and 

Projects, Russian Academy of Sciences, Far Eastern Branch, Russia, 2004.2. 29 - 3.2 - 20.

　9 ） Lu Chao, Dr., Research Center for Eco-Environmental Sciences, Chinese Acdmy of Sciences, 

China, 2004. 10.1.

　10 ） Wei, Yan-Lin, Associate Professor, Research Center for Eco-Environmental Sciences, Chinese 

Academy of Sciences, China, 2005. 3. 12 - 19.

　11 ） Jin-Ming Lin, Professor, Research Center for Eco-Environmental Sciences, Chinese Academy of 

Sciences, China, 2005. 3. 12 - 19.

　12 ） Wei, Yan-Lin, Associate Professor, Research Center for Eco-Environmental Science Chinese 

Academy of Sciences, China, 2005. 6. 6 - 7.

　13 ） Hae Young Chung, Dean and Professor, College of Pharmacy, Pusan National University, Korea, 

2005. 6. 6 - 7.

　14 ） Se-Young Chung, Professor and Chairperson, Department of Hygienic Chemistry, College of 

Pharmacy, Kyung Hee University, Korea, 2005. 6. 6 - 7.

　15 ） Zhao Lixia, Research Associate, Research Center for Eco-Environmental Sciences, Chinese Acad-

emy of Sciences, China, 2005. 11. 6 - 12.

　16 ） Jin-Ming Lin, Professor, Research Center for Eco-Environmental Sciences, Chinese Academy of 

Sciences, China, 2005. 11. 6 - 12.

　17 ） Jin-Ming Lin, Professor, Research Center for Eco-Environmental Sciences, Chinese Academy of 

Sciences, China, 2006. 2. 1 - 12.

　18 ） Liu Yan, Research Center for Eco-Environmental Sciences, Chinese Academy of Sciences, China, 

2006. 2. 1 - 18.

　19 ） Min Hu, Professor, State Key Joint Laboratory of Environmental Simulation and Pollution Con-

trol, Peking University, China, 2006.9.24 - 26.

　20 ） Dagang Tang, Director Ggeral, Vehicle Emission Control Center, State Environmental Protection 

Administration, China, 2006. 9. 24 - 26.

　21 ） Wei Wang, Professor & Chief Expert, Atomic Chemistry & Aerosol Division, Chinese Society for 

Environmental Science, China, 2006. 9. 24 - 10.20.

　22 ） Pavel Ya. Tishchenko, Head of Labo, Russian Academy of Sciences, Far Eastern Branch, Russia, 

2006. 10. 11 - 12.

　23 ） Vasiliy F. Mishukov, Head of Labo, Russian Academy of Sciences, Far Eastern Branch, Russia, 

2006. 10. 11 - 12.

　24 ） Vyacheslav Borisovich Lobanov, Deputy Director, Russian Academy of Sciences, Far Eastern 

Branch, Russia, 2006. 10. 11 - 12.
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他研究機関との共同研究状況

　1 ） 早川和一, ニトロアレーンの高感度分析に関する研究, 久松由東, 国立公衆衛生院, 1999-

2002.

　2 ） 早川和一, ニトロアレーン分析計の開発に関する研究, 安居嘉秀, 島津製作所, 1999-2003.

　3 ） 早川和一, 木津良一, ディーゼル排気の環境ホルモン作用に関する研究, 前島一仁, （財）日本

自動車研究所, 2001-2002.

　4 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, 唐　寧, 日本学術振興会日中科学協力事業共同研究「東アジ

アにおける多環芳香族炭化水素類の大気内挙動に関する研究」, 林　金明, 中国科学院生態

環境研究中心, 2004-2005.

　5 ） 早川和一, 内灘町環境基本計画住民意識調査集計, 岩本秀雄, 石川県内灘町, 2004-2005.

　6 ） 早川和一, 環日本海域都市の大気汚染物質の発生と動態, Sergienko, V., Michoukov, V., Far 

Eastern Branch of Russian Academy of Science, 1999 - 現在.

　7 ） 早川和一, 乱用薬物の超微量分析に関する研究, 高山成明, 石川県警察本部科学捜査研究所, 

1999-現在.

　8 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, 未規制有害化学物質の大気内挙動と生体影響に関する研究, 

松本　寛, 酒井茂克, 北海道立環境科学研究センター , 1999-現在.

　9 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, 未規制有害化学物質の大気内挙動と生体影響に関する研究, 

柿本　均, 石川県保健環境センター , 1999-現在.

　10 ） 早川和一, 環日本海域の化学物質大気移動に関する研究, 田畑勝弘, 国立富山工業高等専門

学校, 1999-現在.

　11 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, ディーゼル粉じんの内分泌かく乱作用に関する研究, 青木康

展, 国立環境研究所, 2000-現在.

　12 ） 早川和一, 木津良一, 鳥羽　陽, ディーゼル排気の環境ホルモン作用に関する研究, 武田　健, 

東京理科大学, 2000-現在.

　13 ） 木津良一, 早川和一, アリル炭化水素受容体の機能解析に関する研究, C. M. Klinge, Univer-

sity of Louisville School of Medicine, 2001-現在.

　14 ） 早川和一, 中国における都市大気中の多環芳香族炭化水素及びニトロ多環芳香族炭化水素

に関する研究, 田村憲治, 国立環境研究所, 2001-現在.

　15 ） 木津良一, 早川和一, アンドロゲン受容体の機能解析に関する研究, K. L. Burnstein, Univer-

sity of Miami School of Medicine, 2002-現在.

　16 ） 早川和一, 木津良一, ディーゼル排気曝露動物の生体内の多環芳香族炭化水素分析に関する

研究, 前島一仁, （財）日本自動車研究所, 2003-現在.

　17 ） 早川和一, 揮発成分評価技術の共同研究, 村瀬　篤, 株式会社豊田中央研究所, 2004-現在.

　18 ） 亀田貴之, 早川和一, 多環芳香族化合物の大気内二次生成に関する速度論的研究, 坂東　博, 

大阪府立大学, 2005-現在.

　19 ） 早川和一, 亀田貴之, 大気中の酸化多環芳香族炭化水素に関する研究, 村井保徳, 大阪府環境

情報センター , 2006. 8-現在．
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博士取得状況

　1 ） 佐々木秀輝, 博士（薬）, LC／MSの高感度化および高分離能化に関する研究, 2003. 3.

　2 ） 宮川みどり, 博士（薬）, 地下水流動の多変量解析とテトラクロロエチレン及びその分解生成

物挙動解析に基づく金沢市地下水の汚染評価, 2003. 9.

　3 ） 唐　寧, 博士（薬）, Development of Determination Method of Nitropolycyclic Aromatic Hydrocar-

bons and Study on Atmospheric Behaviors of Polycyclic Aromatic Hydrocarbons and Nitro-

polycyclic Aromatic Hydrocarbons in East Asian Cities, 2004. 3.

　4 ） Thaneeya Chetiyanukornkul, 博士（薬）, Development of HPLC Determination Method of Urinary 

Hydroxy Polycyclic Aromatic Hydrocarbons（OHPAHs）asBiomarkers to Estimate Human Expo-

sure to PAHs, 2004. 3.

　5 ） 岡村和政, 博士（薬）, Antiandrogenic Activity of Diesel Exhaust Particle Extracts Emitted from 

Diesel-engine Vehicles -Role of Aryl Hydrocarbon Receptor Agonists -, 2004. 3.

　6 ） 飯尾麗子, 博士（薬）, Developments of Simultaneous Analyses of Methamphetamine and Related 

Compounds by Capillary Electrophoresis/Mass Spectrometry and Applications to Forensic Sci-

ence, 2006. 3.

　7 ） 岡　秀雄, 博士（薬）, Environmental Behaviors of Dioxins and Their Sources in Ishikawa, 2006. 3.

学術賞等の受賞状況

　1 ） 早川和一, 第29回石川テレビ賞, 2006. 5. 23.

科学研究費等の受領状況

　1 ） 鳥羽　陽（代表）, 早川和一（分担）, 木津良一（分担）, 学術振興会科学研究　基盤研究B, ベン

ゾ[�]ピレン及びその代謝物の内分泌撹乱作用の評価法に関する研究, 平成13-14年, 9,800千

円.

　2 ） 早川和一（代表）, （財）日本自動車研究所, ディーゼル排気の環境ホルモン作用に関する研究, 

平成13-14年, 2,100千円.

　3 ） 木津良一（代表）, 早川和一（分担）, 学術振興会科学研究　基盤C, 大気浮遊粒子物質の内分泌

攪乱作用とその本体, 平成14年, 1,100千円.

　4 ） 早川和一（代表）, 木津良一（分担）, 鳥羽　陽（分担）, 学術振興会科学研究　基盤C, 経気道曝

露する未規制多環芳香族炭化水素の健康リスク評価に関する研究, 平成14年, 1,000千円.

　5 ） 早川和一（分担）, 鳥羽　陽, 学術振興会科学研究　基盤研究B, アジア産マオウ科マオウ属植

物の学際的調査研究（代表御影雅幸）, 平成13-15年.

　6 ） 鳥羽　陽（代表）, 早川和一（分担）, 文部科学省科学研究　特定領域研究A, 多環芳香族炭化水

素類（PAHs）のホルモン活性等価係数（HAEF）の確立, 平成14-15年, 4,100千円.

　7 ） 早川和一（代表）, 木津良一（分担）, 鳥羽　陽（分担）, 学術振興会科学研究　基盤B一般, 多環
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芳香族炭化水素とその代謝物の内分泌撹乱作用とその測定法に関する研究, 平成14-15年, 

14,100千円.

　8 ） 早川和一（代表）, （財）日本自動車研究所, ディーゼル排気曝露動物の生体内の多環芳香族炭

化水素分析に関する研究, 平成15年, 1,365千円.

　9 ） 早川和一（代表）, 科学技術振興機構「研究成果活用プラザ石川の実用化検討に係る試験研究

事業」, 経気道暴露有害化学物質の毒性評価と除去材料開発, 平成15年, 1,000千円.

　10 ） 早川和一, 木津良一（H12-16）, 鳥羽　陽（H17）（分担）, 文部科学省戦略的基礎研究, 大気中に

存在する新しいタイプの内分泌撹乱物質（代表武田　健）, 平成12-17年, 2,090千円.

　11 ） 早川和一（分担）, 国立環境研究所共同研究, 中国における都市大気汚染による健康影響と予

防対策に関する国際共同研究（代表田村憲治）, 平成13-16年, 1,400千円.

　12 ） 早川和一（代表）, 学術振興会科学研究　基盤B海外, 環日本海都市の多環芳香族炭化水素／

ニトロ多環芳香族炭化水素の発生と曝露の国際比較, 平成15-16年, 9,500千円. 

　13 ） 早川和一（代表）, 日生バイオ株式会社, 煙草煙中の多多環芳香族炭化水素分析に関する研究, 

平成16年, 300千円.

　14 ） 早川和一（代表）, （財）日本自動車研究所, 自動車関連物質の健康影響評価と環境改善推進の

ための調査研究, 平成16年, 1,454千円.

　15 ） 早川和一（代表）, 石川県内灘町, 内灘町環境基本計画住民意識調査集計, 平成16-17年, 500千

円.

　16 ） 早川和一（代表）, 木津良一（H16）（分担）, 鳥羽　陽（H17）（分担）, 唐　寧（分担）, 日本学術振興

会日中科学協力事業共同研究, 東アジアにおける多環芳香族炭化水素類の大気内挙動に関

する研究, 平成16-17年, 平成16年1,500千円, 平成17年1,500千円. 

　17 ） 早川和一（拠点リーダー）, 木津良一（H14-16）, 鳥羽　陽（H17-）（事業推進担当者）, 文部科学

省平成14年度COEプログラム（複合領域）, 環日本海域の環境計測と長期・短期変動予測 －モ

ニタリングネットワークの構築と人為的影響の評価－, 平成14-19年, 平成14年度308,000千

円; 平成15年度214,000千円; 平成16年度199,000千円; 平成17年度200,200千円; 平成18年度 

179,300千円.

　18 ） 早川和一（代表）, （株）豊田中央研究所, 揮発成分評価技術に関する研究, 平成16-18年, 平成16

年500千円, 平成17年500千円, 平成18年500千円.

　19 ） 鳥羽　陽（代表）, 早川和一（分担）, 文部科学省科学研究　萌芽研究, 多環芳香族炭化水素類

（PAH）-DNA付加体を指標とするPAH曝露評価法の開発, 平成17-18年, 3,300千円.

　20 ） 早川和一（代表）, （財）日本自動車研究所, ディーゼル排ガス曝露指標, ヒト尿中1-ニトロピ

レン代謝物質の測定, 平成17年, 1,800千円.

　21 ） 早川和一（代表）, 鳥羽　陽（分担）, 唐　寧（分担）, 環境省, ExTEND2005基盤的研究フィージ

ビリティースタディ研究, 燃焼排ガスに含まれる多環芳香族炭化水素類の内分泌かく乱作

用の評価, 平成17-19年, 平成17年3,000千円, 平成18年3,000千円.

　22 ） 早川和一（代表）, 鳥羽　陽（分担）, 亀田貴之（分担）, 唐　寧（分担）, 日本学術振興会日ロ科学

協力事業共同研究, 東アジアにおける多環芳香族炭化水素類の大気・海洋汚染, 平成18-19年, 

3,000千円.

　23 ） 早川和一（代表）, （財）日本自動車研究所, ディーゼル排ガス曝露指標, ヒト尿中1-ニトロピ

レン代謝物のLC-MS/MSによる測定法の開発, 平成18年, 1,890千円.

　24 ） 早川和一（代表）, 鳥羽　陽（分担）, 亀田貴之（分担）, 唐　寧（分担）, 日本学術振興会科学研究

基盤研究A海外, 環日本海都市の多環芳香族炭化水素／ニトロ多環芳香族炭化水素の発生と
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曝露の国際比較, 平成18-20年, 23,260千円.

地方公共団体との連携

　1 ） 早川和一, 金沢商工会議所エコ大賞審査委員会委員, 1997-現在.

　2 ） 早川和一, 金沢市廃棄物処理施設建設等検討会技術顧問, 1998-現在.

　3 ） 早川和一, 金沢市環境審議会委員, 1998-現在.

　4 ） 早川和一, 木津良一, 金沢市まちづくり専門委員, 1998-2002.

　5 ） 早川和一, 金沢市土壌地下水汚染研究会専門委員, 1999-2000.

　6 ） 早川和一, 石川県県民大学校講師, 2000-2002.

　7 ） 早川和一, 厚生省薬剤師国家試験出題委員, 2000-2004.

　8 ） 早川和一, 日本学術振興会科学研究費委員会, 2001-2002, 2004-2005.

　9 ） 早川和一, 金沢市廃棄物処理施設設置等専門委員会委員, 2000-2005.

　10 ） 早川和一, 石川県グリーン企業知事表彰審査委員会委員, 2001-現在.

　11 ） 早川和一, 財団法人日本自動車研究所環境ホルモン研究会委員, 2001-2003.

　12 ） 早川和一, 金沢市産業廃棄物処理施設調整委員会委員, 2002-2005.

　13 ） 早川和一, 13th International Symposium on Bioluminescence & Chemiluminescence組織委員会

委員, 2003-2004.

　14 ） 早川和一, 富山県衛生研究所研究評価委員会委員, 2003-現在.

　15 ） 早川和一, 石川県環境技術実証委員会委員長, 2003-2004.

　16 ） 早川和一, 金沢市都市樹木害虫防除検討会委員, 2003-現在.

　17 ） 早川和一,（財）日本自動車研究所自動車排出ガスの健康影響研究に関する専門委員会委員, 

2004-現在.

　18 ） 早川和一, 内灘町環境審議会会長, 2004-現在.

　19 ） 早川和一, 石川県保健環境センター外部評価委員会委員, 2004-現在.

　20 ） 早川和一, 日本学術振興会科学研究費委員会委員, 2004-現在.

　21 ） 早川和一, 金沢市土壌汚染検討会委員, 2005-現在.

　22 ） 早川和一, 財）環日本海環境協力センター評議委員, 2006.4-現在.

　23 ） 早川和一, 金沢市産業廃棄物適正処理専門委員会委員, 2006-現在.

　24 ） 早川和一, 石川県環境技術実証委員会委員, 2006-現在.

　25 ） 早川和一, 財）日本自動車研究所 次世代自動車の総合評価技術開発における健康影響評価

WG委員, 2006-現在.

　26 ） 早川和一, 石川県長期構想改定検討会議委員, 2006-現在.
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特　　　　　許

　1 ） 特許第3397950号, 円二色性分析計, 富山県, 早川和一, 宮崎元一, 2003. 2. 14（登録）．
　2 ） 特許第3471069号, ジニトロアレーン分析装置, 早川和一, 宮崎元一, 株式会社島津製作所, 

2003. 9. 12（登録）．
　3 ） 特開2005-062109号, 多環芳香族炭化水素類の人体曝露評価方法, 早川和一, 鳥羽　陽, 2005. 

3. 10（公開）．
　4 ） 特願2004-038922号, 試料の注入採取装置, 豊田中央研究所, 早川和一, ジーエルサイエンス株

式会社, 2004. 2. 16（出願）．
　5 ） 特願2006-080206号, 環境汚染物質の人体曝露評価方法, 鳥羽　陽, 早川和一, 2006. 2. 23（出

願）．
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